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未来

森林 ・ 林業 ・ 木材産業に関わる研究を通じ て、豊かで多様な森

林の恵みを生かした循環型社会の形成に努め、人類の持続可能

な発展に寄与する乙と。それが国立研究開発法人森林総合研究

所の使命です。

森林は、水資源のかん養や 国土の保全、木材をはじめとする再

生可能な生物資源の生産、二酸化炭素の固定、生物多様性の保

全など、人々の安全で安心な暮らしを支え、豊かな恵みをもたら

す様々な機能を持っています。一方、現在の社会は、人間の活動

がもたらす、資源不足やエネルギ ー不安、気候変動などの問題を

抱えています。こうした問題解決に果たす森林の役割はますます

大きくなっています。

私たち森林総合研究所は、乙うした問題の解決に向けてさまざ

まな研究開発に取り組んでいます。その内容と意義を国民の皆

さまに理解していただくため、2008年に研究開発の方向性と目

標を掲げたロ ー ド
、

マップ「2050年の森」を作成しました。

その後、2011年3月に東日本大震災が発生し、森林とそれに

関わる産業や人々にも予期せぬ大きな被害を及ぼし、今なお復旧

に向けた取組が進められています。加えて近年は、世界各地で異

常気象が問題となり、園内でも局地的豪雨や 土砂災害が頻発し、

途上国では森林減少や劣化の進行、そして日本国内では成熟し

た人工林資源を背景とした木材利用の推進や 林業 ・ 木材産業の

成長産業化など、森林 ・ 林業に関わる多 くの課題の解決が求めら

れています。

私たちは、研究所が直面する乙うした現状を新たなステ ー ジと

とらえ、「2050年の森」を改訂する乙ととしました。

それぞれの研究分野の目標は異なりますが、お互いが連携して

めざす大きな目標は、“森林の恵みを活かした持続可能な循環型

社会の形成への貢献
”

です。

森林総合研究所は乙れからも、研究 ・ 技術開発成果の最大化

と、その成果が社会 ・ 経済で活用されるための「橋渡し」により、

未来の森の劃造に取り組みます。



改訂したロ ー ドマップでは研究の方向性を以下の4つに整理し

目標とする
“

未来の森
”

に向けて研究開発の道筋を示しました。

， 

水資源のかん養など私たちの生活に関わる森林の機能

地球温暖化対策など現在から未来に向けた森林の保全
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森とくらす

森をまもる

森をそだてる

森をつかう

国産材安定供給など新技術による森林づくりと新しい林業の育成

木材自給率向上など社会 ・ 経済に役立つ木材など森林資源の利活用

,
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新技術で森林を育てる

活力ある林業を育てる

森林資源を有効活用する

木材をたくさん使う



森とくらす

水と土を保全する

気候変動に伴って世界の降水が地理的 ・ 季節的に偏る乙とが懸念され、安全

で良質な水へのアクセスを確保する乙とが世界的規模での課題となっていま

す。日本について見ると、降水量は全国的には増加する一方で、地域的な降水形

態（雨か雪か）の変化が予想され、洪水や渇水の危険性が指摘されています。

循環型社会の実現に向けて再生可能な森林資源の効率的な利用が求められ

ていますが、同時に、森林がもたらす良質な水資源を持続的に確保するために、

山地流域や森林を適切に管理していく乙とが、重要な課題となっています。

このため、気候 ・ 地質 ・ 地形 ・ 土壌などの多種多様な環境条件下にある森林に

おいて、水循環の実態をモニタリングするとともに、気候変動や森林施業が水循

環や土壌環境に及ぼす影響の評価と変動予測のための研究開発を行い、森林

の水源かん養機能を高度に発揮させるための森林管理の実現に貢献します。

未来の森を創造する技術・方策

森林域の水循環モニタリング

気候変動・森林施業の影響評価

水循環変動予測モデルの開発
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水と土を保全する 研究開発のロードマッフ。

I 2020年 2030年 2040年 2050年

森林水文モニタリング技術の開発

水循環の広域把握・推定技術の開発

気候変動・森林影響の解明

森林生態系における
水循環・土壌の動態の解明

広域評価のための
『ータ統合 ・ 解析モデルの構築

森林における総合的な水・土壌資源の
モニタリングシステムの高度化

森林の状態・影響の調査 � 

気候変動 ・ 施業などが
水と土壌の保全に与える
影響の評価技術の確立

空間 ・ 時系列情報の
、ータベースの高度化

水循環 ・土壌特性の
変動予測モデルの構築

良質な水と

土壌の保全や

持続的な

利用の実現
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森とくらす

山地の災害を防ぐ

豪雨 ・ 豪雪や火山、地震 ・ 津波による自然災害が世界各地で発生しています。わ

が国でも過去の観測記録にない極端な豪雨による洪水や山崩れが発生してい

ます。また、東日本大震災で津波の被害を受けた海岸林や、東京電力福島第一原

子力発電所事故の影響を受けた地域の森林と林業の再生が求められています。

乙うした豪雨災害や津波などの自然災害から生活を守り、安全で安心して暮ら

せる社会の実現に向けて、国土を強靭化するためには、国土の7割を占める森林

の土砂災害防止機能や土壌保全機能を発揮させるように、森林を適切に管理し

ていかなければなりません。

そのため、山地災害の発生リスクを的確に把握 ・ 予測するとともに、森林 ・ 山地

における災害防止システムを確立する必要があり、国土 ・ 森林管理技術、観測 ・ 監

視技術、減災 ・ 防災技術に関する研究開発を進める乙 とによって、安全で安心な

社会の実現に貢献します。

未来の森を創造する技術・方策

災害防止機能の高度発揮のための森林管理

遠隔探査および地上設置型観測技術

災害発生予測技術と対策技術
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